
瀬名 おひさまの森保育園
平素は瀬名おひさまの森保育園の運営にご理解ご協力いただきまして、ありがとうございます。
以下の通り、園の自己評価を付けました。今後一層より良い園になるよう職員一同努力してまいります。

【1】どちらかというとできていなかった　【2】どちらかというとできていた　【3】ほぼできていた　【4】よくできていた

年目標 自己評価

・愛着についての理解と愛着形成の実践

・子どもの意欲を伸ばす声掛けの検討と実践

・保育室環境について

・園周辺環境の活用について

・感染症対策について

職員が共通認識をもち、予防と拡大防止に努められるよう対策を明確に示す。

・行事のありかたについて

行事がもたらす意味と価値を踏まえ、コロナ禍における行事の在り方を検討す
る。

・保護者との連携体制について

・危機管理について

【総評】

令和5年3月1日
園長　　　　 前川　冬美香

子どもの育ちに合った、安全で快適な環境を保つ。

地域を探索し環境知識を深め、発達を促すことのできる環境であるか見直す。

日頃のコミュニケーションを密に行い、生活状況や考え方への理解を深め、協力
して子どもを育てる体制をつくる。

市からの情報や事例を活用し、防犯対策や災害発生時の対応を見直す。
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感染症発生状況を踏まえて行事の縮小や中止を検討した。過去のアンケートや職員の反省を
活かし、今年度の行事内容を組み立てることで保護者にも子どもの育ちや、自分の子育てへの
誇りも感じられていた。

どのような話を誰にむけてしたいのかを明確にすることで、コミュニケーションツールや伝える日
を検討し実践することができてきた。目の前の事実だけでなく、その人の今までや求めているこ
とを理解して連携をとること、価値観や思いこみで判断しないように心がけることによって、より
想いが通いやすくなり協力して同じ方向をみて子どもを育てる体制が深まっていった。

市からの情報や事例を職員間で確認し、日々の行動を見直し検討、改善していった。又、事前
対策や起きてしまった時の対応が速やかに連携をとって行えるようにフローを活用したり、シミュ
レーションをして備えるようにした。

●運営

年間カリキュラムや、ヒヤリハット記録等を参考にし、その時に適した玩具を選択し設定を行っ
た。換気や室温設定等、健康的に子どもたちが過ごすことのできる環境を常に保てるよう配慮し
た。

知っている場所のみだけでなく、情報を事前に集め改めて周辺を探索することで、遊ぶ環境を広
げていった。そうすることで、より一層今の発達を促すサポートにつながったと感じる。自然豊か
な環境、公園も数ヶ所ある為今後も活用できるよう定期的に見直していく。
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市からの情報や感染症ガイドラインを基に、子どもの命を最優先に考え予防と感染拡大防止の
対策を徹底して行った。保護者に大事な情報をわかりやすく明確にお伝えできるように、掲示物
や口頭でのお伝え等伝え方を工夫した。新型コロナウイルス感染症が少し落ちつく時期もあり、
習慣化して対策するものなのか、増えた時に取り入れる対策なのかを検討した。

平素より、園へのご理解とご協力を誠にありがとうございます。
本年度は基本的な感染症対策や防犯対策等、園を安全にご利用していただけるように、今一度市からの情報や事例を確認し、検討と改善できるところを探し取り組んできました。虐待
や事故等、ご心配をおかけしてしまう話題が多くでてきた中で、保護者様が大切な我が子を「この園にあずけてよかった」と思っていただけるように、愛着形成をはじめ、意欲や主体性を
育めるような関わりを職員間で話し合い、実践させていただきました。
引き続き人間力、保育の専門力を向上させていき、豊かな子どもの育ちを保護者と共に見守っていけるよう、一層尽力して参ります。
今後ともよろしくお願いいたします。

令和4年度　　施設としての自己評価

上記の園自己評価の結果を掲示ともに開示させていただきます。尚この掲示は3/1から来年度4/末日まで開示します。

一人ひとりの子どもとの関係を深め、安定的な愛着が育まれるよう実践する。
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内容

●施設設備

●保育内容（今年度の重点）

その子にとっての最善な言葉選び、タイミングを職員間で検討し実践する。

一人ひとりの子どもの様子を話し合い、認識。保護者からうかがった家庭での姿、今までの育ち
も知ったうえで、その子にあった愛着形成のつくり方や方法を検討していった。1年間を通して常
に「愛されている」「大事にされている」と思えるような声かけ、対応を職員全員で実践していくこ
とができた。

ミーティングを活用し、事例を共有して同じようなケースが起きた時の対応を確認、検討した。実
践した時の子どもの反応や変化を継続的に見守ったことで、違う場面での意欲にも結びついて
いることを発見できた。プラスの声かけだと思い実践してみるが、今のその子にとっては意欲に
つながらないこともあった。精神面や今の育ちの変化をこまめに共有する大切さを学んだ。

●保健・衛生


